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１、企業概要
会社名は、北海道電力株式会社
代表者は、近藤龍夫
売上高は、５６６２億円。営業利益は４３１億円です。販売電力量は３２億ｋｗｈです。
２、泊原発
北海道古宇郡泊村大字堀株村に位置する泊原発には、3基の発電機があります。現在、1号機と2号機は定期検査のため停止しており、3号機のみの運転となっています。泊原発の1号機と2号機の出力は共に57万9千kWです。1号機は２０１１年4月22日に定期検査入りし8月上旬には営業運転の予定で、2号機は２０１１年8月26日に定期検査入りし12月中旬に営業運転の予定でした。しかし、いずれも定期検査中で運転しておりません。また、1号機と2号機の再稼働の見通しはまだ立っていません。
３号機の出力は９１万２千ｋｗです。3号機は昨年1月5日に定期検査入りし、3月7日に調整運転を開始しました。そして4月6日から営業運転に入る予定でしたが、福島第一原発事故の影響で通常1カ月程度の調整運転を5か月以上続け、8月17日に営業運転を開始しました。東日本大震災後に定期検査中の原発が営業運転に移行するのは始めてです。また、1号機と2号機の再稼働のめどが立たず電力不足が不安視されるため、北海道電力は運転中の3号機の定期検査を今年4月下旬に予定していましたが、5月上旬に延期する検討をしています。
３、全国で稼働中の原発

国内にある原発54基中、現在稼働しているのは東京電力の柏崎刈羽6号機と北海道電力の泊原発3号機のみです。柏崎刈羽6号機は3月26日に定期検査入りする予定なので、他に再稼働する原発がなければ、３月２６日以降稼働する原子力発電所は泊原発のみになります。泊原発３号機が定期検査に入る５月上旬で、国内すべての原発が停止します。
４、冬の発電式別供給割合
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こちらは、今年度の北海道電力の発電方式別供給割合を示した円グラフです。
北海道の主な発電方式は水力、火力、原子力、そして風力発電や太陽光発電、地熱発電などの新エネルギーとなっています。それぞれの割合は、水力が６％、火力が６６％、原子力が１９％、新エネルギーは１％に満たない割合となっています。
５、冬の電力需給
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次にこちらは、この冬１２月１日から２月２９日の最大需要と、全ての発電方法を含めた時の最大供給を比較したものです。
全ての発電方法を含めた時の最大供給６２６万４千ｋWに対して、この冬の最大需要は２月２日の５６８万４千kWです。これは全ての発電方法を含めた時の最大供給の約９１パーセントを占めています。
このように北海道電力管内では全ての発電方法を含めた時の最大供給が需要量を上回っていますが、電力需給はひっ迫していることがわかります。
需要量が多い原因の一つとして暖房などの家庭電力を長時間使用していることが挙げられます。
６、原発抜きの供給能力
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こちらは、脱原発時の供給力と、冬の最大需要とを比較したものです。
左側のグラフが北海道電力の総供給力、右側のグラフが原子力分を抜いた供給力を表したものです。
総供給力から原子力分を引くと５３５万２０８５キロワットです。
北海道電力の発表によると、この冬もっとも需要量が多かったのは２月２日１７時、５６８万４千キロワットです。
ご覧のように、総供給力では最大需要をまかないきれておりますが、そこから原発を抜いた供給力と比較してみると３３万１９１５キロワット足りていないことがわかります。
そのため、何らかの対策を講じなければ北海道での冬における脱原発は実現することができないということになります。
７、代替エネルギー

そこで私たち１班は、現在北海道電力が新たに運転に向けて開発しようとしている
LNG火力発電、揚水発電、風力発電、太陽光発電、地熱発電が、原発の供給分を賄える代替エネルギーとして期待されるのではないかと思いました。
７、代替エネルギー

①LNG火力発電

代替エネルギーの一つとしてＬＮＧ火力発電を紹介致します。
ＬＮＧとは液化天然ガスの略であり、メタンを主成分とした天然ガスを冷却し無色透明液化した液体です。LNGは他の化石燃料（石油、石炭）に比べてCO2の排出量の少なく、液化する過程で不純物が取り除かれるため燃焼時に、ばい煙などの人に有害な物質は発生しないためＬＮＧはクリーンなエネルギーと呼ばれています。
北海道電力は電力の安定供給には多様な燃料確保が必要であると考え、ＬＮＧ火力発電所の建設に着手しました。北海道ガス株式会社と協力し、石狩湾新港地域にＬＮＧ火力発電所を全３機、建設することを予定しています。１号機は平成２７年度に着工し、平成３１年度に稼働を予定しています。２号機は平成３０年度に着工し３３年度に稼働、３号機は３７年度の着工、４０年度の稼働を予定し、いずれも出力は５０～６０万ｋＷと見込まれており最終的に総出力１６０万ｋＷ程度に拡大する予定です。
７、代替エネルギー

②揚水発電

揚水発電とは、上部調整池と下部調整池を造り、電気の消費が少ない夜間に経済的な深夜電力を利用して、上部調整池へ水を汲み上げておき、電気の消費の多い昼間に上部調整池の水を下部調整池に落として発電する方式です。(間を空けて)電気を水という形で貯え、貴重なエネルギー資源を有効利用することができます。また、ピーク時供給力としての役割に加え、需要の変動に対応する負荷追従性や周波数調整機能など優れた運用特性を有しています。北海道電力は、当社初の純揚水式発電所となる京極発電所を北海道虻田郡京極町に建設しようとしており、１号機の運転開始予定は平成２６年１０月、２号機は平成２７年１２月、３号機は平成３３年度以降となっています。最大出力は３基ともに20万kWの予定です。京極発電所が完成すれば総出力60万kW発電することができます。
７、代替エネルギー

③風力発電

北海道での風力発電事業は21年度において発電所数は53箇所、風車は265基存在しています。
供給能力は25万ｋｗです。
そして現在、北海道電力では風力発電拡大の取り組みが行われています。
北海道電力と東京電力、東北電力と東京電力のそれぞれ２社間で『風力発電導入拡大に向けた実証試験』を行うとし、北海道電力と東北電力が風力発電事業者を募集することとしました。
また、風力発電は風速に応じて発電量が変動するので、調整のため、東京電力に送電できるシステムを完備するために、実証実験を実施しています。
それにより東京電力は風力発電の出力変動に相当する電力を北海道電力から受電し、風力発電の出力変動を調整します。
それと合わせて風力発電の導入拡大を目指していきます。
これにより、北海道電力では風力発電でさらに20万kWの発電が見込まれることになります。
７、代替エネルギー

④地熱発電

現在、北海道電力では森発電所が地熱発電を行っています。供給能力は５万ｋＷです。
地熱発電は、地熱によって生成された水蒸気をボーリングによって取り出し、その蒸気によりタービンを回すことで電気を得る発電方法です。一か所で開発できる発電規模は１～５万ｋＷと小さいですが、太陽光発電や風力発電に比べ１年中安定したエネルギーを生み出すことができます。これまでは、８割の地熱資源が国立公園内にあるため、開発が原則的に禁止されていましたが、環境省と経済産業省は環境への影響を抑えることを条件に企業に開発を許可しました。
昨年６月、国際石油開発帝石と出光興産が共同で北海道、秋田での調査を実施すると発表しています。2013年度末までに事業化するか判断するようです。また、大手商社の丸紅も、北海道内で地熱発電を検討しており、現在発電候補地を選定中としています。
日本の地熱資源量は約2300万ｋＷと言われており、これはアメリカ、インドネシアに次いで世界３位の資源量です。そのうち北海道には約19万ｋＷが見込まれています。
７、代替エネルギー

⑤太陽光発電

太陽光発電については、低炭素社会を実現する手段、再生可能エネルギーの一つとして、2011年6月、伊達発電所構内に北海道電力初の大規模太陽光発電所「伊達ソーラー発電所」が運転を開始しました。設置面積は約3haで、最大出力は1,000kWです。北海道電力では、2020年度までにさらに4,000kWの導入を目指しており、合計5,000kW程度の太陽光発電の計画を予定しています。
８、考察・展望
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この図は、これまでの代替エネルギーの予定供給能力をまとめたものです。
先ほどのデータから原発抜きの場合、３３万１９１５キロワット供給量が足りないとこがわかりました。
ここにある発電所が完成すると２５９万４千ｋWの供給量が得られることになるので、足りない供給量を大幅に上回ることができます。
よって私たちは脱原発の可能性は多いにあると考えています。
９、参考資料
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